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１．概要（Summary） 
 エレクトレットを用いた環境振動発電器は，低周波数の

振動に対して高い出力電圧と大きな発電量をもたらすた

め最も適した発電原理と考えられている．エレクトレットの

材料としては，PTFE や CYTOP-EGG[1]などのフッ素樹

脂や，SiO2 などの無機物が知られているが，特に

OHA(Oxy-Hydroxyapatite)セラミックス[2]は極めて大き

な表面電位を有するため高出力エレクトレット振動発電へ

の応用が期待されている．そこで本研究では，OHA セラ

ミックスエレクトレットの分極特性を TSDC により微構造の

観点から検討した．また，OHA セラミックスエレクトレットの

表面電位のパタニングを行い，それを用いた振動発電デ

バイスの発電特性を実験的に明らかにした． 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高速大面積電子線描画装置，マスク・ウエーハ自動現

像装置群，ブレードダイサー 
【実験方法】 

OHA エレクトレットの振動発電ための誘導電流回収用

電極のマスク製作のために， 上記の電子線描画装置と

マスク・ウエーハ自動現像装置群を用いた．また，

TEMPAX ガラスウェハを基板とし，基板表面に保護膜を

コーティングした後，(2)ブレードダイサーによりチップ状に

切断した． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig. 1 に示すように表面電位をパタニングした OHA セ

ラミックスエレクトレットを用いて振動発電実験を行った．

振動発電デバイスは，静電場発生用の OHA セラミックス

エレクトレットと誘導電流回収用の櫛歯電極を有するガラ

ス基板で構成されている． Fig. 2 に負荷抵抗を変化させ

たときの発電出力を示す．発電実験の結果，最大 50 Vpp
に至る出力電圧が得られ，負荷抵抗 200 MΩとしたときに

平均発電出力 0.9 µW が得られた． 
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Fig. 2 Output power versus external load. 

 
Fig. 1 Schematic of the vibration electret EH. 
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